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東邦チタニウムスス
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ンン
ジジ

4400％％
減減
産産
体体
制制

航
空
機
落
ち
込
み
　年
度
内
は
継
続

きょうの紙面

露
ル
サ
ー
ル
、
価
格
低
迷
な
ら
追
加
で
能
力
削
減
も
（
８
面
）

銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
３
月
輸
出
、
中
国
向
け
割
合
低
下

（

10面
）

電
炉
ダ
ス
ト
か
ら
高
純
度
亜
鉛
…
キ
ノ
テ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ー

11面

資
源
開
発
技
術
、一
堂
に

Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
開
幕
、
約

80講
演

東
京
で
ジ
ョ
イ
ン
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

Ｉ
Ｗ

Ｃ
Ｃ

な
ど

比タガニート

13年1.1万㌧

７―９月から操業

住友鉱山２
年
で

100億
円
コスト

減
硫
酸
処
理
費
用
圧
縮
な
ど

　
住
友
金
属
鉱
山
の
家
守
伸
正
社
長
は

16日
の
経
営
説
明
会
で
、
向
こ
う

2年
間
を
め
ど
に
コ
ス
ト
を

1
0

0億
円
低
減
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
海
外
資
源
・
製
錬
拠
点
の
操
業
費
用
高
騰
な
ど
で
、

2
0
1
3年

3

月
期
ま
で
の

3年
間
に
、
全
社
コ
ス
ト
が

2
3
0億

―

2
4
0億

円
膨
ら
ん
だ
。「
全
部
と
ま
で
は
い
か
な
く

と
も
、

4割
程
度
の

1
0
0億

円
を

13―

14年
度
で
解
決
し
た
い
」
（
家
守
社
長
）
と
し
、比
コ
ー
ラ
ル
ベ
イ

で
の
硫
酸
処
理
費
用
圧
縮
な
ど
を
具
体
策
に
掲
げ
た
。

銅
建
値

77万
円
２
万
円
下
げ

ISO 9001・14001 認証取得
株式会社

高
価
買
取

高
価
買
取

高
価
買
取

高
価
買
取

電 線
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電 線
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強
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買
取

強
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買
取

強
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買
取

強
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買
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昭和メタル株式会社
『 限りある 資 源 を 再 利 用し、
地球環境の保全に役立ちたい』
昭和メタル株式会社はチタン、
コ バ ル ト 、ニ ッ ケ ル 等 の
希 少 金 属のリサイクルを行っ
ています。

阪和興業グループ

本 社
東京営業所

岐阜県各務原市鵜沼朝日町１－３３
神奈川県厚木市金田３９１－１

058（370）4655㈹
046（294）3700㈹

ＴＥＬ
ＴＥＬ

R044

カークサイト（金型）・丹入コロ・ダライ粉・その他
各種亜鉛再生塊製造販売

スクラップ　　　現金買入亜鉛

㍿市川金属

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
は

16日
、

5月
積
み
銅
建
値

を
ト
ン

2万
円
引
き
下

げ
、

77万
円
に
改
定
し
た

と
発
表
し
た
。
月
内
推
定

平
均
値
は

77万

3
1
0
0

円
と
な
っ
た
。
海
外
相
場

の
下
落
を
映
し
た
。

　
指
標
と
な
る
現
地

15日

の
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所

（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の
銅
現
物
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
は
ト
ン

7
0

9
5・

5㌦
で
、
前
回
改

定
時
の

7
3
9
0・

5㌦

よ
り

2
9
5㌦

安
か
っ

た
。
月
初
に

6
8
0
0㌦

台
ま
で
急
落
し
た
海
外
相

場
は
、
先
週
末
に
は
堅
調

な
米
経
済
指
標
を
好
感
し

て
、
一
時

7
4
0
0㌦

近

辺
ま
で
急
反
発
。し
か
し
、

そ
の
後
は
中
国
の
経
済
成

長
鈍
化
へ
の
失
望
感
な
ど

か
ら
売
り
圧
力
が
増
し
、

再
び
急
反
落
し
た
。

　
こ
の
日
の
東
京
為
替
Ｔ

Ｔ
Ｓ
は

1㌦
＝

1
0
3・

17円
と
、
前
回
改
定
時
よ

り

0・

25円
の
円
安
ド
ル

高
に
振
れ
て
い
る
。

　
―
―
ア
フ
リ
カ
の
リ
ス
ク

の
高
さ
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。

　
「
資
源
開
発
に
リ
ス
ク
は

つ
き
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程

度
の
リ
ス
ク
を
覚
悟
の
上
で

探
鉱
・
開
発
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
中
長
期
的
な
資

源
の
安
定
確
保
は
難
し
い
。

ア
フ
リ
カ
が
相
対
的
に
高
リ

ス
ク
だ
と
思
わ
れ
る
理
由
は

2つ
あ
る
。
政
治
・
社
会
情

勢
に
関
す
る
情
報
の
不
足
、

そ
し
て
地
質
情
報
の
不
足

だ
。
各
国
の
鉱
業
政
策
や
税

制
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
含
め

た
政
治
・
社
会
情
勢
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
今
回
の

Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
で
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
鉱
物

資
源
ビ
ジ
ネ
ス
に
欠
か
せ
な

い
地
質
情
報
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
の
専
門
分
野
だ
。
今
後
の

探
査
活
動
を
通
じ
て
資
源
が

埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
地
域
を
特
定
し
、
日
本

の
企
業
に
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
」

　
―
―
先
行
す
る
欧
米
や
近

年
関
与
を
強
め
る
中
国
と
伍

（
ご
）
し
て
い
く
た
め
に
、

日
本
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　
「
日
本
が
他
の
国
々
よ
り

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ（
優
位
性
）

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

技
術
だ
と
思
う
。
日
本
は
優

れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は

08

年
、
衛
星
画
像
を
解
析
し
て

鉱
物
資
源
の
開
発
が
有
望
な

地
域
を
抽
出
す
る
た
め
の
拠

点
（
地
質
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
を
ボ
ツ
ワ

ナ
に
設
立
し
た
が
、
こ
れ
は

広
大
な
面
積
か
ら
効
率
的
に

探
査
を
行
う
た
め
に
は
有
効

だ
。
技
術
に
は
も
う
一
つ
、

鉱
害
防
止
技
術
も
あ
る
。
旧

鉱
山
か
ら
流
出
す
る
鉱
排
水

を
処
理
し
て
、
河
川
な
ど
の

自
然
を
守
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
重
要
な
事
業
の

一
つ
で
、
そ
う
し
た
鉱
害
防

止
技
術
は
日
本
が
非
常
に
進

ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
鉱
山

国
に
な
ろ
う
と
す
る
ア
フ
リ

カ
各
国
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

必
要
不
可
欠
な
技
術
だ
。
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
す
で
に
そ
う

し
た
国
々
に
専
門
家
を
派
遣

し
て
、
鉱
害
防
止
の
た
め
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
坑
廃
水
処
理
方
法
な

ど
技
術
移
転
を
行
っ
て
い
る

が
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

今
後
も
活
動
は
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
つ
も
り
だ
」

　
―
―
ほ
か
に
は
。

　
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
南
部
ア
フ
リ

カ

10カ
国
以
上
の
技
術
者
に

対
し
、
技
術
移
転
に
よ
る
人

材
育
成
を
図
っ
て
い
る
が
、

関
係
国
か
ら
の
評
価
が
高

い
。
も
と
も
と
日
本
は
地
域

と
の
共
生
を
重
視
し
て
お

り
、
地
元
住
民
の
雇
用
や
教

育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
技
術

移
転
な
ど
地
域
の
開
発
・
発

展
の
面
で
貢
献
し
て
き
た
」

　
「
一
方
で
豊
富
な
資
金
や

人
材
を
活
用
し
た
中
国
の
援

助
に
対
す
る
評
価
も
依
然
高

く
、
そ
れ
と
比
較
し
た
援
助

・
協
力
を
日
本
に
対
し
て
求

め
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
日

本
は
そ
れ
に
対
し
て
『
量
』

の
み
で
対
抗
す
る
の
で
は
な

く
、
優
位
性
の
あ
る
人
材
育

成
や
技
術
な
ど
の
『
質
』
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
」

　
―
―
Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
は
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。
継
続
す

る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う

な
形
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
「
ま
ず
は
今
回
の
成
果

を
評
価
し
た
上
で
考
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
先
に
話
し
た
よ
う
に

Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｖ
が

1つ
の
き
っ
か
け

に
な
っ
て
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
自
体
は
毎
年

実
施
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
一
方
で
日
本
の
企
業

・
技
術
と
資
源
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
は
常
に
必
要
な

も
の
だ
。
ど
の
よ
う
な
形

が
最
善
な
の
か
、
こ
れ
か
ら

考
え
て
い
き
た
い
」

　
「
今
回
の
Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
で

は
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
日
本

の
貢
献
の
現
状
や
、
ア
フ
リ

カ
の
現
在
の
情
勢
を
日
本
の

方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ

る
。
そ
の
目
的
を
ぜ
ひ
果
た

し
た
い
と
思
う
。
ま
た
ア
フ

リ
カ
各
国
か
ら
の
出
席
者
に

は
、
日
本
の
技
術
が
資
源
国

を
い
か
に
豊
か
に
し
得
る
の

か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
一
方
、
素
晴
ら
し
い
技

術
を
持
っ
て
い
な
が
ら
こ
れ

ま
で
鉱
業
セ
ク
タ
ー
に
目
が

向
い
て
い
か
な
っ
か
っ
た
日

本
の
企
業
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
そ
の
先
端
的
な
技
術

が
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
に
応
用
可

能
で
、
市
場
も
非
常
に
大
き

い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ

理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
う
。
Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
が
そ
う

し
た
交
流
と
刺
激
の
場
に
な

れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は

大
変
う
れ
し
い
こ
と
だ
」

　
（

山
田

邦
和

）
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Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
理
事
長
　河
野
博
文
氏
に
聞
く
㊦

探
鉱・鉱

害
防
止
の
技
術
移
転

情情報報集集ままるる「「ＪＪササミミッットト」」

銅建値推移
(1000円/トン）

2013年 月間平均

4月8日 770 764.700

11日 800 783.300

16日 740 754.700

24日 720 750.900

5月7日 770

13日 790 785.700

16日 770 773.100

　
国
内
外
の
鉱
物
資
源
分

野
の
関
係
者
や
ア
フ
リ
カ

各
国
の
鉱
業
担
当
大
臣
、

資
源
開
発
に
関
す
る
最
先

端
技
術
を
有
す
る
日
本
企

業
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る

国
際
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ

ッ
ト（
Ｊ
サ
ミ
ッ
ト
）が

16

日
、東
京
・
芝
の
ザ
・
プ
リ

ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

で
開
幕
し
た
。

　
開
幕
に
先
立
ち
ウ
ェ
ル

カ
ム
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ

れ
、
日
本
側
か
ら
茂
木
敏

充
・
経
済
産
業
相
と
河
野

博
文
・
石
油
天
然
ガ
ス
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）理
事
長
、ア

フ
リ
カ
側
か
ら
ス
ー
ザ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン
グ
・
南
ア
フ

リ
カ
鉱
物
資
源
大
臣
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
河
野
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
Ｊ
サ
ミ
ッ
ト

は
、
ア
フ
リ
カ
の
鉱
物
資

源
分
野
へ
の
日
本
企
業
の

投
資
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
資
源
開
発
の
現
場
で

応
用
可
能
な
日
本
の
最
先

端
技
術
を
紹
介
し
、
技
術

を
有
す
る
日
本
企
業
と
資

源
企
業
の
交
流
を
図
る
た

め
の
場
と
し
て
初
め
て
開

催
し
た
。

6月
の
第

5回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
）
の
成
功
に

貢
献
す
る
た
め
の
も
の
で

も
あ
る
」
と
開
催
の
意
義

を
説
明
。「
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

と
し
て
は
今
回
の
開
催
に

終
わ
ら
ず
、
こ
の
場
で
生

ま
れ
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
技
術
開
発
な
ど
を

含
め
、
引
き
続
き
積
極
的

に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
な
ど
と
話
し

た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
経
済
産

業
省
が
主
催
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
共
催
。

16日
か

ら

2日
間
の
日
程
で
約

80

の
講
演
を
開
催
し
、
ア
フ

リ
カ
の
鉱
物
資
源
や
資
源

企
業
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
最
新
の
情
報
を
提
供
す

る
。
同
時
に

50以
上
の
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、
日
本
の

最
先
端
技
術
を
紹
介
。
資

源
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
も
促
す
。（

1面
に

関
連

記
事

）
。

　
世
界
の
電
線
、
伸
銅
メ

ー
カ
ー
で
組
織
す
る
国
際

銅
加
工
業
者
協
議
会
（
Ｉ

Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
と
鉱
山
、
製
錬

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
「
ジ
ョ

イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

が

13、

15日
に
東
京
・
虎

ノ
門
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
国

内
外
か
ら

3
0
0人

強
が

参
加
し
、
銅
産
業
や
新
興

国
の
経
済
情
勢
を
テ
ー
マ

に
し
た

16の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
、
菅
原
一
秀

・
経
済
産
業
副
大
臣
、

宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直

子
さ
ん
ら
に
よ
る
基
調

講
演
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
参
加
者
に
は
富
山
県

高
岡
市
で
造
ら
れ
た

銅
、
黄
銅
鋳
物
の
鶴
の

置
物
を
贈
呈
し
、
Ｉ
Ｗ

Ｃ
Ｃ
設
立

60周
年
の
記

念
大
会
は
閉
幕
し
た
。

（

11面
に

関
連

記
事

）

　
住
友
金
属
鉱
山
は

16日

の
経
営
説
明
会
で
、
比
タ

ガ
ニ
ー
ト
・
ニ
ッ
ケ
ル
製

錬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
産

計
画
に
つ
い
て
、
試
験
操

業
の
始
ま
る

2
0
1
3年

7―

9月
期
で

3
5
0
0

㌧
（
ニ
ッ
ケ
ル
量
、
以
下

同
）、フ

ル
生
産
体
制
に
入

る
同

10―

12月
期
で

7
5

0
0㌧

と
明
ら
か
に
し

た
。

7月
に
建
設
工
事
が

完
了
す
る
予
定
。

14年

12

月
期
で
年

3万
㌧
操
業
を

見
込
む
。

　
タ
ガ
ニ
ー
ト
で
は
、
高

圧
硫
酸
浸
出（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｌ
）

法
で
低
品
位
の
ニ
ッ
ケ
ル

酸
化
鉱
を
処
理
し
、
電
気

ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
中
間
製

品
と
な
る
ニ
ッ
ケ
ル
・
コ

バ
ル
ト
混
合
硫
化
物
を
生

産
す
る
。
原
料
を
受
け
入

れ
る
住
友
金
属
鉱
山
の
ニ

ッ
ケ
ル
工
場
（
愛
媛
県
新

居
浜
市
）
で
は
、
タ
ガ
ニ

ー
ト
の
操
業
開
始
に
向
け

て
、
電
気
ニ
ッ
ケ
ル
年

6

万

5
0
0
0㌧

へ
の
増
産

体
制
を
ほ
ぼ
整
え
た
。

　
家
守
社
長
は

13年

3月

期
ま
で
の
前

3カ
年
中
期

経
営
計
画
を
総
括
し
、
経

常
損
益
上
の
「

3つ
の
反

省
点
」
と
し
て
①
材
料
事

業
の
低
迷
②
ゴ
ロ
・
ニ
ッ

ケ
ル
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）の

不
調
③
コ
ス
ト
増
―
―
を

挙
げ
た
。

　
材
料
事
業
に
つ
い
て

は
、「『
選
択
と
集
中
』の
選

択
は
進
ん
だ
が
、
収
益
力

は
十
分
で
な
い
。
収
益
の

上
が
る
事
業
に
『
集
中
』

し
な
が
ら
、
引
き
続
き

『
選
択
』
を
進
め
る
」
と

話
し
た
。
ゴ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
し
て
は
、
す
で

に
出
資
比
率
を
引
き
下
げ

持
分
法
適
用
対
象
か
ら
除

外
し
て
お
り
、「（
損
益
上

の
）
手
は
打
て
た
」。

　
全
社
コ
ス
ト
は
前
中
計

策
定
時
（

10年

3月
期
）

の
想
定
に
対
し
て
、

11年

3月
期
で

60億
円
増
、

12

年

3月
期
で

2
0
0億

円

増
、

13年

3月
期
で

2
3

0億
―

2
4
0億

円
増
と

年
々
膨
ら
ん
だ
。
資
源
国

に
お
け
る
人
件
費
や
資
機

材
費
の
急
騰
を
受
け
、
比

タ
ガ
ニ
ー
ト
の
ニ
ッ
ケ
ル

製
錬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
チ

リ
の
シ
エ
ラ
ゴ
ル
ダ
銅
鉱

山
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
開
発
費
用
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　
家
守
社
長
は
、
大
き
な

決
め
手
と
な
る
コ
ス
ト
低

減
策
は
な
い
と
述
べ
つ
つ

も
、「
コ
ー
ラ
ル
ベ
イ
に
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
、

製
錬
工
程
に
使
う
硫
酸
の

処
理
費
用
を「（

鉱
石
供
給

者
の
）リ
オ
ツ
バ
・
ニ
ッ
ケ

ル
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
と
共

同
で
下
げ
て
い
き
た
い
」

と
説
明
。
国
内
で
は
電
力

料
金
の
上
昇
傾
向
を
踏
ま

え
て
、
一
層
の
原
単
位
低

減
を
図
る
ほ
か
、
電
子
材

料
の
製
品
実
収
率
ア
ッ
プ

に
も
努
め
る
。

　

2
0
1
4年

3月
期
の

連
結
経
常
利
益
予
想
は
、

金
属
価
格
の
下
落
基
調
や

在
庫
評
価
益
の
は
く
落
を

織
り
込
み
、
前
期
比

90億

円
減
の

1
0
6
0億

円
と

置
く
。
現
中
計
最
終
年
度

の

16年

3月
期
で
は

1
5

0
0億

円
を
目
指
す
。

海
外
操
業
費
高
騰
に
対
応

アルミ合金協会

40周年「通過点」
記念祝賀会に160人

あ
い

さ
つ

す
る

山
本

会
長

　
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
協
会
は

15日
、
東
京
都

墨
田
区
の
第
一
ホ
テ
ル
両

国
で
、
創
立

40周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
、
約

1

6
0人

が
出
席
し
た
。
山

本
隆
章
会
長
（
大
紀
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
工
業
所
社
長
）

は
あ
い
さ
つ
で
、「

40周
年

は
一
つ
の
通
過
点
」
で
あ

る
こ
と
を
強
調
。
二
次
合

金
事
業
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
基
盤
に
し
つ
つ
、
国
内

産
業
で
強
い
と
目
さ
れ
て

い
る
自
動
車
事

業
と
関
連
し
て

い
る
た
め
、「
協

会
の
必
要
性

は
、
今
後
さ
ら

に
増
し
て
い

く
」
と
の
考
え

を
述
べ
た
。
祝

賀
会
の
前
に
は

総
会
、
記
念
講

演
会
や
式
典
が

行
わ
れ
た
。

　
一
方
、
来
賓
代
表
と
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
、
経
済

産
業
省
製
造
産
業
局
の
及

川
洋
非
鉄
金
属
課
長
は
、

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
協
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
体

制
に
敬
意
を
表
し
た
。
ア

ル
ミ
需
要
に
つ
い
て
は
、

「
本
年
度
後
半
ご
ろ
か
ら
、

回
復
の
兆
し
が
見
え
て
い

る
と
聞
く
」
と
明
る
い
見

通
し
を
述
べ
、
解
決
す
べ

き
問
題
と
し
て
は
、「
電
力

コ
ス
ト
上
昇
な
ど
」
を
挙

げ
た
。

　
ま
た
、
感
謝
状
受
賞
者

代
表
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
、
福
岡
ア
ル
ミ
工
業
の

上
田
雄
三
社
長
は
、
業
界

が
発
展
し
て
い
く
た
め
の

必
要
事
項
を
話
し
た
。
さ

ら
に
、
乾
杯
の
音
頭
に
立

っ
た
サ
ミ
ッ
ト
昭
和
ア
ル

ミ
の
鈴
木
良
彦
社
長
は
、

孔
子
の
言
葉
、「
四
十
に
し

て
惑
わ
ず
」
を
引
用
し
、

「
こ
の
業
界
が
非
常
に
大

事
と
の
自
信
を
持
ち
、

40

周
年
を
迎
え
た
後
も
迷
わ

ず
進
ん
で
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

参加者に配られた銅製の折鶴

河野・JOGMEC理事長

　
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
の
杉

内
清
信
社
長
は

16日
の
会

見
で
、
本
年
度
（

2
0
1

3年
度
）
の
ス
ポ
ン
ジ
チ

タ
ン
の
生
産
に
つ
い
て
、

能
力
比
で

40％
減
ら
す
と

発
表
し
た
。同
社
は

2月
、

ス
ポ
ン
ジ
の

30％
減
産
を

公
表
し
て
い
た
が
、
杉
内

社
長
は
「
現
実
の
動
き
と

し
て
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上

回
る
減
産
体
制
に
入
っ
て

い
る
」
な
ど
と
話
し
、
事

実
上
、
減
産
幅
を
修
正
し

た
。
航
空
機
分
野
の
在
庫

調
整
も
進
ま
ず
、
一
般
工

業
分
野
で
需
要
減
少
が
続

い
て
い
な
い
こ
と
が
背
景

に
あ
る
。

　
減
産
の
対
象
拠
点
は
茅

ケ
崎
工
場
（
神
奈
川
県
茅

ケ
崎
市
）
と
若
松
工
場

（
北
九
州
市
若
松
区
）。新

た
な
減
産
体
制
は
「
現
時

点
で
は

1年
間
継
続
す
る

前
提
で
考
え
て
い
る
」（
杉

内
社
長
）
と
し
た
。
こ
の

た
め
同
社
の

13年
度
の
ス

ポ
ン
ジ
生
産
量
は

1万

7

0
0
0㌧

程
度
の
水
準
に

な
る
見
通
し
。
ス
ポ
ン
ジ

と
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の

13年
度

販
売
計
画
は
公
表
し
な
か

っ
た
。

減
産
強
化
の
要
因
の

1

つ
は
同
社
の
ス
ポ
ン
ジ
販

売
の
約
半
分
を
占
め
る
航

空
機
向
け
の
落
ち
込
み
。

航
空
機
の
生
産
自
体
は
底

堅
い
も
の
の
、
中
間
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
在
庫

調
整
が
続
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
は
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
使
用
量
が
増
加

し
、
ミ
ル
の
段
階
で
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
使
用
比
率
は

30

―

40％
（
重
量

換
算
）
に

な
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た

プ
レ
ー
ト
式

熱
交
換

器
や

発
電
・
化

学
プ
ラ
ン
ト
向

け
の
減
少
な
ど
で
、
一
般

工
業
関
連
も
落
ち
込
ん
で

い
る
。


